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	応用
	抗原情報
	背景
	GDP解離阻害因子（GDI）は、rasスーパーファミリーに属する低分子GTP結合タンパク質であるrabファミリーのメンバーのGDP-GTP交換反応を制御するタンパク質であり、細胞小器官間の分子の小胞輸送に関与しています。GDIはrabタンパク質からのGDPの解離速度を低下させ、膜結合rabタンパク質からGDPを遊離させます。GDI2は普遍的に発現しています。GDI2遺伝子には多くの反復配列が含まれており、逆位/欠失再構成を受けやすい可能性があります。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2008年7月],機能:ほとんどのRabタンパク質のGDP/GTP交換反応を制御し、GDPの解離とそれに続くGTPの結合を阻害します。,類似性:Rab GDIファミリーに属します。,組織特異性:普遍的です。,
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	-
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	GDI-2ポリクローナル抗体を用いたA549、HT29、K562、マウス腎臓細胞、マウス肺細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋マウス脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

